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市内で行われた中学生対象
福岡春日シーキャッツバレーボール教室



　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
感
じ
る
ま
ま
、思
う
ま
ま
、自
由
に
描
こ
う
」。県
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
、昨
年
８
月
１
日
か
ら
10
月
15
日
ま

で
、作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。４
６
４
９
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、芸
術
家
の
審
査
委
員
や
井
上
市
長
、山
本
教
育
長
に
よ
る
審
査
の
結

果
、入
賞
47
点
、入
選
２
３
３
点
が
決
定
し
ま
し
た
。上
位
受
賞
作
品
と
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

受賞作品
   決定！
第27回

本人のコメント
　下絵をていねいに描いて、思った以上にいい出来になりました。はり絵をする時には、
色の濃淡を出すために広告や新聞を使いました。細かくちぎってはるのがとても大変
でした。

審査委員講評
　貼り絵の作品で、ここまで緻密に仕上げた作品は初めて。色紙ではなく光沢のある写
真や広告紙などを細かくちぎって、大胆な構図で仕上げています。根気強く、時間をか
けて制作しています。それぞれの色味が調和し、単調にならず、変化に富み、複雑な美し
い色合いが出ています。
　弥生の里大賞にふさわしく、心を打つ素晴らしい作品です。

「吠えずにはいられない」
嶋田 遥斗（春日南小学校 6年）
しま   だ　  はる  と

春日市長賞春日市長賞
弥
生
の
里
大
賞

弥
生
の
里
大
賞

「かっこいいかぶとむし」
髙尾 侑希（大野城市立平野小学校 2年）
たか  お　  ゆう  き

春日市青少年育成市民会議賞春日市青少年育成市民会議賞

「命の旅」
山本 朗奇（福岡市立照葉小学校 5年）
やま   もと　   ろう   き

春日市教育長賞春日市教育長賞

「ねこの住む家」
伊藤 奈々実（北九州市立足原小学校 5年）

い   とう　  な    な     み

ケーブルステーション福岡賞ケーブルステーション福岡賞

「おかしのパーティー」
光安 結那（太宰府市立水城西小学校 3年）
みつ  やす　  ゆい   な

「
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」
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「きれいなニワトリと
　なかよくなりたいネコ」

中原 成子賞（審査委員賞）中原 成子賞（審査委員賞）

　「ぼくの大すきなおじいちゃん」
田中 大成（北九州市立香月小学校 2年）
た   なか   たい   り

「みんなでごはん楽しいね」
佐藤 康晴（福岡県立太宰府特別支援学校 6年）

さ    とう　 こう  せい

吉村 形賞（審査委員賞）吉村 形賞（審査委員賞）

吉村 郁夫賞（特別賞）吉村 郁夫賞（特別賞）光行 洋子賞（審査委員賞）光行 洋子賞（審査委員賞）

「お盆の料理」
安河内 雅人（春日南小学校 6年）
やす   こ    うち  まさ   と

受賞作品展示会（入場無料）
　入賞作品47点の他、入選作品２３３点を含む計２８０点を展示します。
子どもたちの感性豊かな素晴らしい作品を、ぜひ見に来てください。
期 間　１月31日㈭～２月13日㈬（２月４日㈪は休館）
時 間　午前10時～午後５時
場 所　ふれあい文化センター新館１階ギャラリー
※第１回から現在まで、上位受賞作品を表示板化し、「まちかどギャラリー」として市内小学校や公園、公共施設、
　道路に設置しています。子どもたちの豊かな感性に触れてみませんか。展示場所などは、市ウェブサイト

（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/culture/katudou/jidouga/garally.html）を見てください。

問い合わせ先　地域教育課　社会教育・読書推進担当　☎（５７５）４１２１　F（５９３）７３８０

照屋 太絃（春日西小学校 1年）
てる　や　  たい  げん

よし　　むら　　　　いく　　　おみつ　　ゆき　　　よう　　こ

よし　　むら　 　けい なか     はら       せい      こ

▲まちかどギャラリー
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　国民年金保険料は、納付金額が所得税と市・県民
税の社会保険料控除の対象となります。
　平成30年中に納付した国民年金保険料の額が記
載してある「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」は、年末調整や確定申告で必要となります。
　この控除証明書は、日本年金機構から2月上旬に
発送されます。
　ただし、平成30年10月２日以前に保険料を納付し
た人には、平成30年11月中旬に発送されています。
紛失などで再発行を希望する場合は、問い合わせて
ください。
　なお、本人の国民年金保険料だけでなく、家族の
保険料を納付している場合も控除対象となりますの
で、本人の控除証明書と併せて申告してください。

2月に送付します
国民年金保険料控除証明書

　4月から、産前産後期間中の国民年金保険料が免
除になる制度が始まります。

対象　国民年金第1号被保険者で、2月1日以降に
出産予定の人

免除期間　出産予定日または出産日が属する月の
前月から4カ月間（多胎妊娠の場合は、出産予定日
または出産日が属する月の3カ月前から6カ月間）

※産前産後期間として認められた期間は、保険料を
納付したものとして、老齢基礎年金の受給額に反
映されます。

※届け出ができるのは、4月1日からです。

届出・問い合わせ先  
▷市民課年金担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141
▷南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

問い合わせ先  
▷南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649
▷日本年金機構　ねんきん加入者ダイヤル（3月15日㈮まで）
☎️ 0570（003）004
（050で始まる電話機からは、☎️ 03（6630）2525）

4月から始まります
産前産後期間の国民年金保険料免除制度

問い合わせ先  道路管理課街路担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

仮設踏切ができます
筑紫通り陸橋（麦野跨線橋）

　福岡市と西日本鉄道㈱は、雑餉隈駅付近の踏切によ
る交通渋滞や事故の解消を図るため、西鉄天神大牟田
線の連続立体交差事業を進めています。
　この事業の進捗に伴い、筑紫通りの陸橋（麦野跨線
橋）を仮設踏切のある平面道路に切り替えます。
　仮設踏切供用期間中は周辺道路の混雑が予想される
ため、他の道路への迂回や早目の出発、鉄道利用などの
ご協力をお願いします。
　詳しくは福岡市ウェブサイト（http://www.city.
fukuoka.lg.jp/doro-gesuido/zassho/hp/）を 見 て
ください。

切り替え予定日　2月10日㈰　未明
仮設踏切供用期間　2月10日～ 2021年春まで（予定）
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問い合わせ先  福祉支援課障がい担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1154

重度の障がいがある人など
各種障がい者手当を支給します

　心身に重度の障がいがある人や、その人を介護して
いる人に対して、国や市は各種手当制度を設けていま
す。
　下表の「受給要件」を満たしている人で、まだ手続きを
していない人は、申請してください。

　また、「対象とならない人」に当てはまる場合は、必ず
届け出てください。届け出がなく手当が過払いとなった
場合は、過払い金の返還が必要となりますので、注意し
てください。
　なお、すでに手当を受給している人には、毎年８月（市
重度障害者介護手当は毎年５月）に、現況届を提出して
もらい、継続の確認をしています。

障がい者手当一覧
名称（実施主体）・金額 年齢要件 受給要件 対象とならない人 支給月

特別障害者手当（国）

月額26,940円
※所得制限あり

20歳以上

①重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下
肢、体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）
が重複している人、または１つあり、か
つ、障害基礎年金２級程度の障がいが２
つ以上ある人

②両上肢、両下肢、体幹のいずれかの障が
いがあり、かつ常時特別の介護を要す
る人

③内臓機能などに重度の障がいがあり、
かつ絶対安静を必要とする人

④精神（知的）障がいがあり、かつ常時特
別の介護を要する人

※原則として医療機関が作成した専用の
診断書の提出が必要です。

○障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所
している（短期入所、グルー
プホームなどを除く）

○病院や療養型医療施設、介
護老人保健施設などの施設
に３カ月を超えて入院（入所）
している

２・５・８・11月
障害児福祉手当（国）

月額14,650円
※所得制限あり

20歳未満

①重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下
肢、体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）
がある人

②身体または精神状態における障がいが
重複し、常時介護を必要とする人

※原則として医療機関が作成した専用の
診断書の提出が必要です。

○障がい者（児）施設などに入
所している（短期入所、グル
ープホームなどを除く）

○障がいを事由とする公的年金
（障害厚生年金など）を受給
できる

春日市心身障害者
福祉手当（市）

月額7,000円
※所得制限あり

なし
①身体障害者手帳１級の人
②療育手帳Ａ判定の人
③精神障害者保健福祉手帳１級の人

○障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所
している（短期入所、グルー
プホームなどを除く）

○病院や療養型医療施設、介
護老人保健施設などの施設
に３カ月を超えて入院（入所）
している

○特別障害者手当または障害
児福祉手当を受給している

春日市外国人障害者
福祉手当（市）

月額10,000円
※所得制限あり

昭和37年
１月１日以前に

生まれた人

外国人住民で、昭和57年１月１日以前に初
診日があり、身体障害者手帳１・２級または
療育手帳Ａ判定で、障害基礎年金を受給
できない人
※医療機関が作成した診断書の提出が必

要です。

○公的年金を受給している
○生活保護費を受給している ３・９月

春日市重度障害者
介護手当（市）

月額6,000円

障がい者本人
が３歳以上

次の人を在宅で常時介護している同一住
所地の人
①身体障害者手帳１級（下肢または体幹機

能障害が単一で１級の場合のみ）
②療育手帳Ａ判定
③精神障害者保健福祉手帳１級

○入院、入所、通所、就学、就労
などの理由により、常時介護
していると認められない

２・６・10月

※手当の額は、いずれも平成３０年度のものです（特別障害者手当および障害児福祉手当は、平成３０年４月分から改定）。
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　次のような省エネ改修工事などを実施した場合、
改修後３カ月以内に申告すると、翌年度の固定資産
税が減額になることがあります。
　平成30年中に実施した人は、忘れずに申告してく
ださい。
　申告の方法など詳しくは問い合わせてください。

○省エネ改修工事
　　平成20年１月１日以前からある住宅（賃貸住宅

を除く）について、窓の改修工事やこれと併せて行
う、床・天井・壁の断熱工事など、一定の省エネ改
修工事（工事費用50万円を超えるもの）を行った
場合

○バリアフリー改修工事
　　新築された日から１０年以上を経過した住宅（賃

貸住宅を除く）について、65歳以上の人、介護保
険の認定を受けている人や障がい者のための一
定のバリアフリー改修工事（指定の工事内容で自
己負担が50万円を超えるもの）を行った場合

○住宅耐震改修工事
　　昭和57年１月１日以前からある住宅について、

現行の耐震基準に適合する、工事費50万円を超
える耐震改修工事を行った場合

問い合わせ先  税務課資産税担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

省エネ改修工事など
家屋の固定資産税減額制度

　20歳になると国民年金への加入が必要です。対
象者には、日本年金機構から案内が届くので、加入
の手続きをしてください。
　20歳から60歳までの人は、必ず公的年金（厚生
年金や国民年金）に加入することになっています。
　公的年金は、老後の生活を支えるだけでなく、病
気や事故などで障がいの状態になった場合や、もし
ものときに遺族を支えるものでもあります。忘れず
に納付しましょう。

国民年金保険料の額（平成30年度）
月額1万6,340円

○納付が困難な場合には
　　学生は、本人の所得が一定額以下の場合、申請

により保険料の支払いが猶予される特例制度が
あります。

　　また、学生以外で納付が困難な場合にも、所得
が一定額以下であれば申請により免除や猶予を
受けることができる免除制度があります。

20歳になったら
国民年金に加入しましょう

問い合わせ先  
▷市民課年金担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141
▷南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

筑紫地区介護認定審査会事務局事務職員
業務内容　介護認定審査会運営に関する事務
対象　行政機関において介護保険関係事務の実務経験

があり、パソコン（ワード・エクセル）の操作ができる
人

任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（月～金曜日）
勤務時間　午前８時30分～午後４時４５分（途中45分の

休憩あり）
勤務場所　筑紫地区介護認定審査会事務局（春日公園

５ー 14 １ー）

報酬　月額17万6,500円程度（有給休暇・社会保険・
交通費制度あり、賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　１次：書類選考、２次：面接（日程は後日連絡）
応募方法　１月30日㈬（必着）までに、履歴書を提出する
（郵送可）

応募・問い合わせ先　高齢課介護保険担当（〒816ｰ
８５０１春日市役所）

☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）３０９０

市嘱託職員を募集します
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障がい者生活等支援員

子育て支援員

業務内容　障がい者の生活全般の相談・個別支援・障
害支援区分認定調査など

対象　次の全てに該当する人

▽保健師、社会福祉士または精神保健福祉士の資格を
有する（３月31日までに資格取得見込みの人を含む）

▽普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する
任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（月～金曜日）
勤務時間　午前８時30分～午後５時のうち７時間30分　
（途中45分の休憩あり）

勤務場所　春日市役所

業務内容　親子の交流の場の提供と交流の促進、子育
てなどに関する相談、地域の子育て関連情報の提供

対象　育児および保育に関する相談、指導などについ
ての知識・経験を有する人

任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（原則として土・日曜日勤務、週休日

は月曜日と別に定める１日）
勤務時間　午前９時30分～午後５時45分（途中45分の

休憩あり）
勤務場所　須玖児童センター

報酬　月額20万5,000円程度（有給休暇・社会保険・
交通費制度あり、賞与なし）

募集人員　若干名
選考方法　書類選考・面接（日程は書類審査後に連絡）
応募方法　２月8日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ４版）と

資格証（写し）を提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　福祉支援課障がい担当（〒816ｰ

８５０１春日市役所）
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）1154

聴覚障がい者相談員
業務内容　聴覚障がい者の生活全般の相談・個別支援

など
対象　次の全てに該当する人

▽手話通訳士の資格を有するか、同等程度の手話能力
がある

▽社会福祉士の資格を有するか、相談業務の経験があ
る

▽普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する
任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週３日
勤務時間　午前８時30分～午後５時のうち７時間30分
（途中45分の休憩あり）

勤務場所　春日市役所
報酬　月額12万6,000円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　書類選考・面接（日程は書類審査後に連絡）
応募方法　２月8日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ４版）と

登録証の写し（持っている人のみ）を提出する（郵送
可）

応募・問い合わせ先　福祉支援課障がい担当（〒816ｰ
８５０１春日市役所）

☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）1154

報酬　月額17万6,500円程度（有給休暇・社会保険・
交通費制度あり、賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　面接（２月中旬予定）
応募方法　２月13日㈬（必着）までに、履歴書を提出する
（郵送可）

応募・問い合わせ先　こども未来課児童担当（〒816ｰ
０８６３須玖南２ー１２０須玖児童センター）

☎（５７３）２４３１
F（５８４）７７３９

市嘱託職員を募集します
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児童厚生員

埋蔵文化財発掘調査指導員

奴国の丘歴史資料館事業運営コーディネーター

業務内容　来館児童（０～17歳）への遊びの提供、親子
（幼児）向け遊びの広場の企画・運営など

対象　保育士資格、幼稚園教諭免許、小中高等学校
教諭免許のいずれかを取得している人（４月１日まで
に資格取得見込みの人を含む）

任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（原則として土・日曜日勤務、週休日

は月曜日と別に定める１日）
勤務時間　午前９時30分～午後５時45分（途中45分の

休憩あり）
勤務場所　須玖児童センター

業務内容　埋蔵文化財発掘調査の指揮、報告書作成
補助、文化財普及啓発活動など

対象　次の全てに該当する人

▽考古学または歴史学を履修し、学芸員資格を有する
　（３月31日までに資格取得見込みの人を含む）

▽パソコンを用いた文書作成、作表、挿図などの作業
ができる

▽普通自動車免許（ＡＴ限定可）を有する
任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（月～金曜日）
勤務時間　午前８時30分～午後５時（途中60分の休憩

あり）
勤務場所　奴国の丘歴史資料館および市内発掘調査

業務内容　奴国の丘歴史資料館事業の企画・運営、主
に小学生を対象とした文化財・郷土史の普及啓発活
動、団体見学者の調整など

対象　次の全てに該当する人

▽学芸員資格を有する（3月31日までに資格取得見込
みの人を含む）か、小学校教員または社会教育主事
として３年以上の勤務経験がある

▽パソコンを用いた文書、表、挿図、チラシ作成など
の作業ができる

▽普通自動車免許（ＡＴ限定可）を有する
任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（月～金曜日、ただし、イベントなど

で土・日曜日勤務の場合あり）
勤務時間　午前８時30分～午後５時（途中60分の休憩

あり）

報酬　月額17万6,500円程度（有給休暇・社会保険・
交通費制度あり、賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　面接（２月中旬予定）
応募方法　２月13日㈬（必着）までに、履歴書、保育士

証または対象の教諭免許証の写しを提出する（郵送
可）

応募・問い合わせ先　こども未来課児童担当（〒816ｰ
０８６３須玖南２ー１２０須玖児童センター）

☎（５７３）２４３１
F（５８４）７７３９

現場
報酬　月額19万5,700円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　実技試験（遺物実測）、面接（日程は後日連

絡）
応募方法　２月14日㈭午後５時（必着）までに、履歴書

と学芸員資格証の写し（取得見込みの人は資格取得
見込み証明書）を提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　文化財課整備活用担当（〒816ｰ
０８６１岡本３ー 57同資料館）

☎（５０１）１１４４
F（５７３）１０７７

勤務場所　奴国の丘歴史資料館
報酬　月額17万6,500円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
※学芸員資格を有する人は、19万5,700円程度となり

ます。
募集人数　１人
選考方法　書類審査、面接（日程は後日連絡）
応募方法　２月14日㈭午後５時（必着）までに、履歴書

と資格証の写し（資格取得見込みの人は取得見込み
証明書）を提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　文化財課整備活用担当（〒816ｰ
０８６１岡本３ー 57同資料館）

☎（５０１）１１４４
F（５７３）１０７７
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小学校外国語（英語）活動指導員
業務内容　担任の授業補助、教材準備の支援、教材作

成
対象　次の全てに該当する人

▽市の外国語活動の趣旨を理解し、英語教育に熱意が
ある（外国語活動の趣旨：英語を通じて、言語や文化
について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケ
ーションを図ろうとする態度の育成を図り、英語の音
声や基本的な表現に親しませながらコミュニケーショ
ン能力の素地を養う）

▽高い英語運用能力を有する（実用英語技能検定準1
級またはTOEIC（IPを除く）730点以上と同程度）

▽英語の指導経験がある
※教員免許は必須要件ではありません。
任用期間　４月１日～2020年３月31日（８月の任用なし）

勤務日数　週３日
勤務時間　午前８時15分～午後５時のうち６時間（途中

45分の休憩あり）
勤務場所　市内小学校
報酬　月額８万1,900円（有給休暇・交通費制度あり、

社会保険・雇用保険・賞与なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査・面接（２月15日㈮予定）
応募方法　２月４日㈪（必着）までに、履歴書（Ａ４版市販

様式）を提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　学校教育課学校教育担当（〒

816 ８ー５０１春日市役所）
☎（５８４）１１２９
F（５８４）１１５３

市嘱託職員を募集します

小学校栄養職員
業務内容　小学校給食の献立作成、調理指示、衛生

管理指導、児童への給食指導、物資の発注など
対象　管理栄養士の資格を有し、集団給食施設などで

の勤務経験がある人
任用期間　４月1日～2020年３月31日
勤務日数　週５日（月～金曜日）
勤務時間　午前８時15分～午後５時のうち７時間30分
（途中45分の休憩あり）

勤務場所　市内小学校
報酬　月額18万9,000円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　書類審査・面接（２月19日㈫予定）
応募方法　２月12日㈫（必着）までに、履歴書と管理栄

養士の資格の写しを提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　教務課教育総務担当（〒816ｰ

８５０１春日市役所）
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１５３

給食費納付推進員
業務内容　小中学校における学校給食費などの滞納対

策に関する業務（学校との連絡調整、滞納者宅への
訪問、滞納の督促、滞納状況の調査・報告書作成な
ど）

対象　普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有し、パソコ
ン（ワード・エクセル）の基本操作ができる人

任用期間　４月１日～2020年３月31日
勤務日数　週３日（土・日曜日勤務あり）
勤務時間　午前８時30分～午後８時のうち７時間30分
（途中45分の休憩あり）

勤務場所　教務課（市役所４階）

報酬　月額12万6,000円程度（有給休暇・社会保険・
交通費制度あり、賞与なし）

募集人員　１人
選考方法　書類審査、面接（２月14日㈭予定）
応募方法　２月6日㈬（必着）までに、履歴書を提出する
　（郵送可）
応募・問い合わせ先　教務課教育総務担当（〒816ｰ

８５０１春日市役所）
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１５３
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知事のふるさと訪問〜福岡県の未来を語ろう〜

県知事と市民が交流

　平成30年11月27日、小
お

川
が わ

　洋
ひろし

県知事が「知事のふ
るさと訪問」で春日市を訪れ、奴国の丘歴史資料館や
光町児童センター、総合スポーツセンターなど、市内
各所を視察しました。市民との交流の様子を一部紹介
します。

○光町地区公民館
　　光町地区公民館で開催された「ひかりカフェ」を見

学し、高齢者や、カフェの運営に協力している地域
の皆さんと交流しました。

○春日東中学校
　　春日東中学校では、コミュニティ・スクールの活動

の一つとして、中学校進学への不安解消のため、小
学生の体験入学を受け入れています。

　　大谷小学校６年生の中学校体験入学の様子を見学
しました。

○県知事と市民の対談
　　市長などを交え、市民の皆さんと知事が対談しま

した。

　

　 ▽秋
あ き え だ

枝惠
え み

美さん（市自治会連合会会長）
　　　自治会代表として、コミュニティ・スクールの実

践の様子を全国研究大会で発表。

　 ▽石
い し か わ

川賢
け ん

人
と

さん（九州大学４年）
　　　コミュニティ・スクールを経験したことで、ボラ

ンティアなどの地域貢献に積極的に参画。

　 ▽斉
さ い

田
た み さ こ

美佐子さん（市社会福祉協議会職員）
　　　子どもから高齢者まで地域の中で安心して暮ら

せるまちづくりのための事業を行っている。

　 ▽井
い の ぐ ち け ん

口謙氏
じ

さん（市商工会副会長）
　　　畳店経営の他、さまざまな事業を経営。

　 ▽春日市消防団
　　柴

し ば

田
た

利
と し の り

徳さん（団長）、川
か わ む ら

村博
ひ ろ と み

富さん（副団長）、　
渡
わ た な べ

邉美
み ゆ き

幸さん（団本部女性部長）
　　　県や自衛隊と連携し、市総合防災訓練にも協力。

地域の安全や防災のために取り組んでいる。

　 ▽福岡春日シーキャッツ
　　福

ふ く は ら ひ で の ぶ

原秀伸さん（ゼネラルマネージャー）、岸
き し か わ せ い

川聖奈
な

さん（選手：セッター）
　　　春日市を本拠地とする６人制バレーボール女子

クラブチーム。地域の子どもたちなどへの指導を
行うなど、地域密着型の活動を行っている（表紙参
照）。
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全国シティプロモーションサミット2018 i
イン

n 佐賀

ＲＷＣ公認キャンプ地として市をＰＲ
第11回ふくおか地域づくり活動賞

市青少年育成市民会議が受賞
　平成30年11月29・30日、「全国シティプロモーシ
ョンサミット2018 in 佐賀」が佐賀市文化会館で開催
され、全国から829人の行政関係者が集まりました。
　基調対談で、事業構想大学院大学学長の田

た

中
な か

里
り

沙
さ

さんが、春日市の「みんなで春をつくろう」の取り
組みを紹介。「スポーツ×地域活性の未来」の講演
でも、ラグビーワールドカップ2019TMで公認チー
ムキャンプ地となった春日市がＰＲされました。

　平成30年11月30日、市青少年育成市民会議が、
第11回ふくおか地域づくり活動賞の受賞を市長に
報告しました。同団体は、昭和55年から38年間に
わたり、青少年の健全育成を目的に、自治会や各
団体と連携しながら事業を行ってきました。
　代表の廣

ひ ろ

田
た

茂
し げ た だ

忠さんは「今後も皆さんと力を合わ
せて青少年の健全育成に尽くしていきたい」と話し
ました。

▲「スポーツ×地域活性の未来」の講演 ▲春日市青少年育成市民会議の皆さんと市長、教育長

障がい者福祉への理解を深めよう

障害者週間にさまざまなイベントを実施

　平成30年12月３日から９日までの「障害者週間」に合
わせて、市内でさまざまな啓発事業を行いました。

○街頭啓発
　　障害者週間の期間中、障がいのある人と市職員が、

啓発物品（メモ立て、香り袋）の配布を行い、障がい者
福祉への関心と理解を深めてもらえるよう呼び掛け
ました。これらの配布物は、市内で就労支援を行って
いる事業所（障害福祉サービス事業所はるかぜ、ゆり
工房、ひいらぎ）に通う障がい者が製作に関わりまし
た。

○学ぼう！防災運動会
　　平成30年12月8日に、総合スポーツセンターで「学

ぼう！防災運動会」を開催しました。これは、障がいのあ
る人も障がいのない人も一緒に、防災について学べ
る運動会形式の防災訓練です。当日は、知的障がい・
聴覚障がいのある人を中心として、発達障がいのあ

る人やその支援者、自治会役員、民生委員、中学校ボ
ランティア部を含めた約100人が参加しました。

○障がい者スポーツ大会
　　平成30年12月9日に、総合スポーツセンターで、

身体障がいのある人とグラウンド・ゴルフ協会の皆さ
ん、スポーツ少年団の子どもたちが一緒になって、グ
ラウンド・ゴルフを楽しみました。

▲防災運動会での大声競争
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惣
利
西
遺
跡
（
春
日
８・
９
丁
目
）
は
、
７
世
紀
前
半
に
須

恵
器
を
つ
く
る
工
人
た
ち
が
暮
ら
し
た
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
る

遺
跡
で
す
。
急
斜
面
を
造
成
し
て
15
軒
の
竪た

て
あ
な穴
建
物
な
ど
が
造

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
の
土
製
品
は
こ
の
集
落
内
で
最
も
大
き
な
建
物
跡
か
ら

出
土
し
た
も
の
で
す
。
曲
が
っ
た
筒
形
の
形
状
で
、
か
ま
ど
の

煙
突
と
し
て
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
写
真
の
よ
う
に
立
て
た
状
態
で
か
ま
ど
の
背
面
に
設
置
し
、

先
端
を
屋
外
に
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

春
日
地
域
の
文
化
財

〜
惣
利
西
遺
跡
の
煙
突
〜

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

☎（
５
０
１
）１
１
４
４　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

▲高さ：39 cm

「
共
育
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

交
流
会（
無
料
）

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
共
に
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
た
め
の
交
流
会
で
す
。　

対
象　
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
活
動

に
関
心
の
あ
る
人

日
時　
２
月
17
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
２
階
大
会
議
室

内
容

▽
実
践
発
表

　
春
日
東
小
学
校
三
者
連
携
の
取
り

組
み
〜
縁
の
下
は
任
せ
と
け
！
お

や
じ
お
か
ん
で
繋
ぐ
地
域
の
輪
〜

▽
交
流
会

　
団
体
や
立
場
の
垣
根
を
越
え
て
、

居
住
地
区
だ
け
で
な
く
、
他
の
校

区
の
人
と
も
楽
し
く
意
見
交
流
を

行
い
ま
す
。

定
員　
１
３
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話
番
号
、

居
住
中
学
校
区
、
所
属
す
る
団
体

が
あ
れ
ば
団
体
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育

課
こ
ど
も
共
育
担
当　

☎（
５
５
８
）１
２
７
０

F（
５
８
４
）１
１
５
３

kodom
okyouiku@

city.
kasuga.fukuoka.jp

春
日
ベ
ー
ス･

ハ
ウ
ス
の
会

ま
ち
の
記
憶
さ
ん
ぽ

米
軍
ハ
ウ
ス
を
歩
こ
う
、
語
ろ
う

　
戦
後
、
現
在
の
航
空
自
衛
隊
春
日

基
地
か
ら
春
日
公
園
、
九
州
大
学
筑

紫
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
広
大
な
範
囲

に
、
米
軍
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。
基

地
周
辺
に
は
、
米
軍
兵
士
の
た
め
の

住
宅「
米
軍
ハ
ウ
ス
」が
数
多
く
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

　
基
地
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
今

に
伝
え
る
貴
重
な「
米
軍
ハ
ウ
ス
」を

巡
り
、
当
時
の
春
日
市
の
記
憶
を
た

ど
り
ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

集
合
場
所　
春
日
東
中
学
校
会
議
室

内
容

▽
米
軍
ハ
ウ
ス
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

た
、
春
日
東
中
学
校
生
徒
に
よ
る

発
表

▽
米
軍
ハ
ウ
ス
を
散
策（
伯
玄
町
他
）

▽
昭
和
25
年
ご
ろ
の
春
日
市
周
辺
が

写
さ
れ
た
米
兵
家
族
の
８
ミ
リ
映

像
上
映

▽
米
軍
ハ
ウ
ス
を
知
る
人
と
の
座
談

会

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
28
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う

の
庭

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

市
食
生
活
改
善
推
進
会

40
周
年
記
念
式
典
・
食
育
講
演
会（
無
料
）

笑
い
と
イ
イ
食
で
い
き
い
き
人
生

　
食
生
活
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
６
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ

ン
ホ
ー
ル

講
師　
福ふ

く
ふ
く
て
い
き
ん

々
亭
金
太た

郎ろ
う

さ
ん（
食
育

落
語
家
）

定
員　
１
５
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

イ
ベ
ン
ト  Event
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緊
急
時　

慌
て
ず
焦
ら
ず
１
１
０
番

　
県
内
か
ら
の
１
１
０
番
は
、
県

警
察
本
部
通
信
司
令
課
に
つ
な
が

り
、
警
察
官
が
必
要
な
こ
と
を
質

問
し
ま
す
。
１
１
０
番
を
受
け
付

け
な
が
ら
、
別
の
警
察
官
が
、
警

察
署
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
指
令
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
警
察

官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

１
１
０
番
は
緊
急
電
話

相
談
ご
と
は
＃
９
１
１
０

　
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い

相
談
・
要
望
な
ど
の
１
１
０
番
は

１
分
１
秒
を
争
う
緊
急
の
事
件
・

事
故
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
警
察
に
対
す
る
緊
急
の
対
応
を

要
さ
な
い
相
談
・
要
望
な
ど
は
次

の
番
号
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＃
９
１
１
０

福
岡
県
警
察

☎（
６
４
１
）９
１
１
０

春
日
警
察
署

☎（
５
８
０
）０
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

者
日
時　
２
月
27
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、

調
理
実
習
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
１
月
15
日
㈫
〜
29
日
㈫

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前･

性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

あ
な
た
の
就
職
応
援
し
ま
す

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
１
９ 
ｉイ
ンｎ 
Ｆフ

ク

オ

カ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ（
無
料
）

　
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
面
談

会
、
福
祉
関
係
の
資
格
や
求
職
の
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
託
児（
生

後
３
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
、
要
申

し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就

職
希
望
者（
資
格
・
経
験
は
不
要
）

日
時　
３
月
９
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社

会
福
祉
協
議
会
人
材
・
情
報
課

☎（
５
８
４
）３
３
１
０

F（
５
８
４
）３
３
１
９

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
立
小
・
中
学
校

学
年
末
・
学
年
始
め
の
日
程

小
学
校

▽
卒
業
式
：
３
月
15
日
㈮

▽
修
了
式
：
３
月
22
日
㈮

▽
始
業
式
：
４
月
８
日
㈪

▽
入
学
式
：
４
月
11
日
㈭

中
学
校

▽
卒
業
式
：
３
月
８
日
㈮

▽
修
了
式
：
３
月
22
日
㈮

▽
始
業
式
：
４
月
８
日
㈪

▽
入
学
式
：
４
月
10
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学
校

教
育
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

市
立
小
・
中
学
校
入
学
予
定
者

入
学
通
知
書
の
発
送
と

入
学
説
明
会
の
開
催

○
入
学
通
知
書

　
　
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
に
入

学
予
定
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
、
入
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
　
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
や
、
次
の
場
合
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
市
内
で
の
転
居
予
定
や
市
外
へ

の
転
出
予
定
が
あ
る

　
▽
国
・
県
立
や
私
立
の
小
・
中
学

校
へ
就
学
す
る
な
ど
、
通
知
書

で
知
ら
せ
た
学
校
で
は
支
障
が

あ
る

　
▽
児
童
の
下
校
時
に
家
人
不
在
な

ど
で
祖
父
母
の
家
に
近
い
学
校

へ
通
学
さ
せ
た
い

　
▽
兄
弟
姉
妹
が
通
学
す
る
学
校
に

通
学
さ
せ
た
い

　
▽
希
望
す
る
部
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
中
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い

　
▽
そ
の
他
入
学
に
関
し
て
相
談
が

あ
る

　
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
５
３

○
入
学
説
明
会

　
　
詳
し
く
は
、
入
学
通
知
書
を
見

て
く
だ
さ
い
。

　
　
小
学
校
の
会
場
の
み
託
児（
生

後
６
カ
月
〜
３
歳
、
無
料
、
各
学

校
先
着
15
人
）が
あ
り
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
各
学
校
の
開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
、
地
域
教
育

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
▽
各
小
・
中
学
校

　
▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
　
F（
５
８
４
）１
１
５
３

　
託
児
申
込
先　
地
域
教
育
課
社
会

教
育
・
読
書
推
進
担
当

　
☎（
５
７
５
）４
１
２
１

　
F（
５
９
３
）７
３
８
０

大
人
と
同
じ
食
材
を
使
っ
た

離
乳
食
の
作
り
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
料
理
が
苦
手
な
人
も
、
こ
の
機
会

に
手
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
〜
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15

子
育
て  Parenting
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

自然への理解が深まる
バードウォッチング

　バードウォッチングに、どのよ
うなイメージを持っていますか。
　バードウォッチングは、身近な
場所でも楽しむことができます。
家の周りや通勤経路などでよく
見かけるカラスやスズメ、ハトも
野鳥です。
　公園に出掛ければ、池にいる
カモを見ることができるかもしれ
ません。
　野鳥の存在を見つけるには、
まず、じっと耳を澄ましてみてく
ださい。鳥の声が聞こえたら、
その方向を探します。
　野鳥の姿をより近くで見たいと
きには双眼鏡を使うと良いでしょ
う。
　その場合も、必ず目で確認し
てから使いましょう。双眼鏡の視
野は狭いので、目で確認してか
ら双眼鏡をあてると、探しやすい
です。
　野鳥を観察することで、魚や
虫、植物などの生き物のおかげ
で野鳥が生きていることや、自
然界のつながりに気付くことがで
きます。
　地球上にたくさんの生き物が
いること、それらが支え合って生
きていることに気付き、私たちが
どのような行動を起こしていけば
良いのか、ぜ
ひ考えるきっ
かけにしてく
ださい。

パ
パ
マ
マ
教
室

夫
婦
で
一
緒
に
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
の
こ
と

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産

予
定
日
が
お
お
む
ね
３
月
〜
５
月

の
市
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と
そ
の

夫
※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

日
時　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
助
産
師
に
よ
る
話
、
育
児
体

験
参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
18
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
１
月
15
日
㈫
〜
31
日
㈭

に
、
電
話
で
申
し
込
む
か
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
夫
婦
の
氏
名
・

生
年
月
日
・
出
産
予
定
日
・
電
話

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
２
月
１
日
㈮
・
８
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア

な
ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の

み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
１
月
16
日
㈬
〜
31
日
㈭

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
30
年
８
月
〜
11
月
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
だ
ち
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

su
gu

-j@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

子
育
て
に
役
立
つ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会（
無
料
）

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
活
動
や
子
育
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
遊

び
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
遊
び
を
体
験
し
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
一
般（
会
員
以
外
）の
人
も
参
加
で

き
ま
す
。

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
、
無
料
、

先
着
15
人
程
度
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

演
題　
こ
ど
も
た
ち
の
元
気
と
笑
顔

を
引
き
出
す
遊
び

講
師　
原は

ら

田だ

弘ひ
ろ

美み

さ
ん（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴

覚
室

申
込
方
法　
１
月
15
日
㈫
〜
２
月
５

日
㈫
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

（
有
の
と
き
は
、
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ

ポ
か
す
が
事
務
局（
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isapo@

city.kasuga.
fukuoka.jp
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地
名
調
査
を
し
て
い
て
、
思
わ
ぬ

疑
問
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
住
所
」
と
「
地
名
」

と
は
ど
う
違
う
の
か
。

　
ま
ず
、
住
所
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。
日
本
で
は
、
明
治
に
な
っ
て

か
ら
、
地
番
を
用
い
た
住
所
の
表
示

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
番
は
も

と
も
と
、
明
治
６
年
に
行
わ
れ
た
地

租
改
正
で
、
各
村
を
単
位
と
し
て
、

納
税
義
務
者
で
あ
る
地
権
者
の
土
地

区
画
ご
と
に
付
け
ら
れ
た
番
号
で
し

た
。
こ
の
た
め
、「
○
○
村
△
番
地
」

と
い
え
ば
、
そ
の
番
地
の
土
地
の
所

有
者
の
名
前
と
地
価
が
分
か
る
仕
組

み
で
す
。
明
治
22
年
以
降
は
、
そ
れ

ま
で
の
「
村
」
は
「
大
字
」
と
な
っ

た
の
で
、「
大
字
△
番
地
」
と
な
り
、

こ
の
番
地
が
そ
の
ま
ま
住
所
と
し
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春

日
市
に
は
、
今
で
も
「
大
字
○
○
△

番
地
」
と
い
う
住
所
が
あ
り
ま
す
。

　
春
日
市
域
の
場
合
、
戦
中
戦
後
か

ら
急
速
な
都
市
化
・
住
宅
化
が
す
す

み
、
地
番
も
分
筆
に
よ
る
枝
番
号
が

増
え
た
り
、
反
対
に
合
筆
に
よ
る
欠

番
が
出
た
り
な
ど
、
日
常
生
活
と
は

合
わ
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
住
所
と
し
て
の
地
番
は
、

区
画
整
理
事
業
と
連
動
し
て
、
そ
の

都
度
変
更
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、「
大
字
上
白
水
△
番
地
」
の
場
合
、

大
字
の
下
に
番
地
の
付
い
て
い
る
住

所
と
、「
上
白
水
一
丁
目
△
番
地
」

と
い
う
よ
う
に
町
名
（
上
白
水
一
丁

目
）
の
下
に
地
番
が
付
く
住
所
な
ど

が
出
て
き
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
一
般
的
に
は
、「
住
所
」

と
い
う
の
は
、「
大
字
ま
た
は
丁
目
」

か
ら
下
の
地
番
の
こ
と
で
、「
地
名
」

と
は
そ
の
上
位
の
、
例
え
ば
「
大
字

上
白
水
」、「
上
白
水
一
丁
目
」
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
正
式

に
は
「
丁
目
」
の
数
字
は
漢
数
字
で

表
記
し
、「
地
番
の
数
字
」
は
ア
ラ

ビ
ア
数
字
で
書
く
の
だ
そ
う
で
す
。

　
話
は
変
わ
っ
て
、
も
う
１
つ
の
疑

問
は
、
現
在
「
春
日
原
駅
」
は
あ
っ

て
も
、「
春
日
原
」
と
い
う
地
名
は

辞
典
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
で
春
日
原
と

引
い
て
も
春
日
原
の
名
は
あ
り
ま
せ

ん
。筑
前
国
続
風
土
記
の
中
に
は「
春

日
原
」
の
項
目
が
あ
り
、「
春
日
村

に
あ
り
。
下
（
シ
モ
）
は
麦
野
村
の

内
に
入
（
イ
・
り
）
た
る
所
あ
り
」

と
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
確
な

行
政
界
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
広

い
漠
然
と
し
た
地
域
を
指
し
た
地
名

で
す
。
ち
な
み
に
明
治
初
年
の
「
字あ

ざ

小こ
な
し
ら
べ

名
調
」
に
も
春
日
原
と
い
う
地
名

は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
日
原
と
い
う
名

前
が
再
び
現
れ
る
の
は
、
昭
和
16
年

春
日
区
か
ら
分
離
し
て
、「
春
日
原

区
」
と
な
っ
た
と
き
で
す
。
昭
和
32

年
に
町
界
町
名
地
番
整
備
事
業
が
実

施
さ
れ
、
春
日
原
は
春
日
原
北
町
、

春
日
原
東
町
、
春
日
原
南
町
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
春
日
原
南
町
の

大
部
分
と
春
日
原
東
町
の
一
部
は
、

春
日
原
区
か
ら
分
離
し
「
春
日
原
南

区
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
名
か
ら
は
「
春
日
原
」

と
い
う
名
前
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

地
区
名
や
建
物
の
名
前
、
事
業
所
名
、

サ
ー
ク
ル
名
称
と
し
て
、
今
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平ひ

ら
た田
善よ

し
ず
み積

 

春
日
風
土
記

第329号

　

春
日
の
地
名

　

＝
地
名
と
は　

２　

＝

▲漢数字とアラビア数字
を使い分ける住所表示

▲地区名として残る「春日原」

春
日
大
野
城

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
５
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利

用
で
き
る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス
チ

ー
ル
家
具
類（
陶
器
な
ど
を
含
む
、

以
下
同
じ
）の
譲
渡
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

し
て
い
る
人

場
所　
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ

展
示
期
間　
２
月
５
日
㈫
〜
10
日
㈰

（
９
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具
類（
約
１
０
０
点
）、

日
替
わ
り
品（
希
望
者
は
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
62

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の
住

所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面
が
無
記

入
で
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み

に
限
り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具
類
は
、

１
住
所
で
各
１
点
ま
で
申
し
込
め

ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
複

数
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
、１
台
２
６
０
０
円（
防

犯
登
録
料
６
０
０
円
を
含
む
）が

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の

当
選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１

年
以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
類
の
当
選
後
、
引

き
取
り
が
な
い
場
合
、
そ
の
後
の

１
年
間
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ

ん
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
２
月
14
日

㈭
午
前
９
時
に
公
開
抽
選
を
行
い
、

抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
ま
す（
２
月
15
日
㈮

発
送
予
定
）。

▽
当
選
品
は
、
２
月
18
日
㈪
〜
22
日

㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
き

取
り
期
間
厳
守
）。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

環
境  Environm

ent
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平
成
31
年
度

福
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校
幼
稚
園
部

入
学
者
募
集

　
選
考
料
は
無
料
で
す
。

対
象　
平
成
27
年
４
月
２
日
〜
平
成

28
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
聴
覚

に
障
が
い
が
あ
る
幼
児

※
４
、５
歳
児
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

募
集
期
間　
１
月
28
日
㈪
〜
２
月
４

日
㈪

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
２
月
４
日
㈪
は
正
午
ま
で
）

入
学
者
選
考
日
時　
２
月
15
日
㈮　

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

選
考
結
果
の
発
表　
３
月
４
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
聴
覚
特
別
支

援
学
校
幼
稚
園
部

☎（
８
２
１
）１
２
１
２

F（
８
２
２
）９
８
６
１

が
ん
の
薬
物
療
法
最
前
線

〜
夢
の
新
薬
は
あ
る
の
か
〜

市
民
図
書
館
健
康
講
座（
無
料
）

　
が
ん
の
薬
物
療
法
の
現
実
と
、
将

来
へ
の
期
待
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

　
講
座
終
了
後
に
、
が
ん
専
門
相
談

員
に
よ
る
無
料
相
談
会
も
あ
り
ま
す
。

○
講
演

　
日
時　
２
月
３
日
㈰

　
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時（
開
場：

午
後
２
時
）

　
場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
２
階
大
会
議
室

　
講
師　
江え

﨑さ
き

泰た
い

斗と

さ
ん（
九
州
が

ん
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン
タ

ー
長
、
消
化
管
・
腫
瘍
内
科
部

長
）

　

定
員　

50
人
程
度（
申
込
不
要
、

当
日
先
着
順
）

○
相
談
会

　
定
員　
４
人（
申
込
先
着
順
、
１

人
15
分
程
度
）

　
申
込
方
法　
１
月
15
日
㈫
以
降
に
、

電
話
で
氏
名
と
電
号
番
号
を
伝

え
る

相
談
会
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市

民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

体
力
向
上
の
き
っ
か
け
作
り
に

市
内
の
小
学
生
対
象

体
力
テ
ス
ト
判
定
会（
無
料
）

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時　
２
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

新
体
力
テ
ス
ト（
50
ｍ
走
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
握
力
、
上

体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復

横
跳
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

立
ち
幅
跳
び
）

※
測
定
は
、
１
人
当
た
り
約
１
時
間

程
度
で
す
。

※
測
定
結
果
表
は
、
後
日
自
宅
へ
郵

送
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
方
法　
当
日
の
午
前
10
時
〜
正

午
に
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

１
階
正
面
玄
関
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局　
浦う

ら

田た

☎（
５
５
８
）０
２
９
４（
F
兼
用
）

絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
を
使
っ
て

楽
し
く
自
由
に
描
き
ま
し
ょ
う

月
イ
チ
こ
ど
も
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ（
絵
画
編
）

　
子
ど
も
の
心
の
中
に
あ
る
伝
え
き

れ
な
い
思
い
を
１
枚
の
絵
に
。
絵
が

好
き
な
子
も
、
苦
手
な
子
も
大
丈
夫

で
す
。

対
象

○
幼
児（
３
〜
６
歳
）ク
ラ
ス

　
▽
一
部
：
午
前
９
時
〜
10
時
15
分

　
▽
二
部
：
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

45
分

○
小
学
生
ク
ラ
ス

　
▽
一
部
：
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
▽
二
部
：
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

日
程　
１
月
26
日
㈯
、
２
月
23
日
㈯
、

３
月
23
日
㈯
、
４
月
27
日
㈯

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実

習
室
Ａ

※
１
月
26
日
は
実
習
室
Ｂ
で
行
い
ま

す
。

講
師　
吉よ

し
む
ら村 

形け
い

さ
ん（
彫
刻
家
・
ス

タ
ジ
オ
ケ
イ
代
表
）

参
加
費　
各
回
１
６
０
０
円

定
員　
先
着
各
20
人

申
込
み
方
法　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（
任
意
）を
伝
え
る

※
希
望
ク
ラ
ス
は
申
し
込
み
後
に
講

師
が
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
櫟く

ぬ
ぎ

の
森
美

術
館　
吉
村

☎
０
９
０（
３
６
６
９
）０
１
２
３

keiham
m

kidsart@
gm

ail.
com

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

社
会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以

上
収
容
）、
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど

（
50
人
以
上
収
容
）は
、
消
防
法
で
防

火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

※
遅
刻
、
途
中
退
席
し
た
場
合
は
、

講
習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

日
程　
２
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

定
員　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
20
日
㈰
以
降
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
持
参
し
、
同
消

防
本
部
、
消
防
署
、
各
出
張
所
の

い
ず
れ
か
に
提
出
す
る

※
申
込
書
は
、
消
防
署
窓
口
か
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka.

kon119.or.jp

）か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
予
防
課
予
防
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
６

F（
５
８
４
）１
２
０
０

福
祉  W

elfare

ス
ポ
ー
ツ  Sports

講
演
・
講
座  Lecture

健
康  Health
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奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

民
俗
企
画
展
体
験
講
座

市
内
の
石
造
物
め
ぐ
り（
無
料
）

　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
開
催
す

る
民
俗
企
画
展「
ム
ラ
の
守
り
神
〜

猿
田
彦
・
屋
敷
神
〜
」に
合
わ
せ
、

上
白
水
地
域
や
下
白
水
地
域
に
あ
る

中
世
か
ら
現
代
の
石
造
物
を
歩
い
て

巡
り
ま
す
。

日
時　
２
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所　
白
水
小
学
校

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
16
日
㈬
〜
２
月
15

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
そ
う

講
演
会（
無
料
）

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
し
い
扉

　
今
年
の
秋
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
成
功
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
躍
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
２
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午（
開
場
：
午
前

９
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー　

サ
ン
ホ
ー
ル

講
師（
予
定
）　
但た

だ

野の

秀ひ
で
の
ぶ信
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

長
）

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅲ（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）な
ど
を
身

に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
主
に
小
児
、

乳
児
、
新
生
児
に
対
す
る
救
命
に

必
要
な
応
急
手
当
）

　
日
程　
２
月
10
日
㈰

　
申
込
締
切
日　
２
月
７
日
㈭

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
日
程　
２
月
17
日
㈰

　
申
込
締
切
日　
２
月
14
日
㈭

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
締
切
日
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
・
大

野
城
・
那
珂
川
消
防
署
警
防
課
救

急
情
報
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
１

F（
５
８
４
）１
２
４
０

守
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
権
利

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」は
、

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採

択
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
１
９
９
４
年

に
発
効
し
ま
し
た
。

　
18
歳
未
満
の
全
て
の
子
ど
も
の
権

利
や
自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も
に
対

す
る
保
護
と
援
助
を
図
り
、
そ
の
健

や
か
な
成
長
や
幸
せ
の
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。　

条
約
の
主
な
内
容

▽
児
童
は
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
遊

ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
権
利
を
持

っ
て
い
る

▽
児
童
は
思
想
・
良
心
・
宗
教
の
自

由
が
認
め
ら
れ
る
権
利
を
持
っ
て

い
る

▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
は

保
護
と
援
助
を
受
け
ら
れ
る
権
利

を
持
っ
て
い
る

▽
児
童
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、

虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守

ら
れ
る
権
利
を
持
っ
て
い
る

問
い
合
わ
せ
先　
県
私
学
振
興
・
青

少
年
育
成
局
政
策
課　

☎（
６
４
３
）３
１
３
４

F（
６
４
３
）３
１
２
２

進
学
を
支
援
し
ま
す

高
校
、大
学
な
ど
の
教
育
資
金

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な

ど
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
が
い

る
家
庭
を
対
象
と
し
た
、
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

融
資
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５

そ
の
他  etc

　
０
万
円
以
内

金
利　
年
１・７
８
％（
母
子
家
庭
な

ど
は
年
１・３
８
％（
平
成
30
年
11

月
12
日
現
在
））

返
済
期
間　
15
年
以
内（
母
子
家
庭

な
ど
は
18
年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
０
０
８
６
５
６
）（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

お
わ
び
と
訂
正

　
１
月
１
日
号
４
ペ
ー
ジ
掲
載
の
開

館
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム「
弥
生

の
王
都　

須
玖
岡
本
遺
跡
を
語
る
」

の
記
事
中
、
日
時（
曜
日
）に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

日
時　
２
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
20
分（
開
場
：

　
午
後
０
時
30
分
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
財
課
整
備
活

用
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

TM©Rugby World Cup Limited 1986
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19 市報かすが ｜ 平成31年1月15日

開幕まであと 日ラグビーワールドカップ2019TM

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日（8月を除く）/10時～16時/市役所2階市民相談室/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月～金曜日/10時～12時15分、13時～16時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月～金曜日（年末年始、祝日を除く）※土・日曜日は要相談
/８時30分～17時/市社会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
国の行政に関すること/第4火曜日（10月を除く）/10時～15
時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月～金曜日/9時～17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月～金曜日/8時30分～17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月～金曜日/8時30分～17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月～金曜日/9時～17時/第1・3土、日曜日/9時～16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月～金曜日/8時30分～17時
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）/10時～15時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日/8時30分～17時15分/福岡法務局筑紫支局
暴力・DV・セクハラの相談

●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日/8時30分～17時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水～金曜日12時～19時/土曜日10時～17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月～日曜日/9時～17時（祝日を除く金曜日のみ18時～20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13～15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと

●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）/9時～17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時～16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

笑
顔
の
写
真

　

１
月
も
も
う
半
ば
で
す
。

年
々
、
月
日
が
過
ぎ
る
の
が
早

く
感
じ
ま
す
▼
市
は
、
昨
年
か

ら
「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う

写
真
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

題
し
て
、
市
内
で
撮
影
し
た
笑

顔
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
い
よ
い

よ
今
月
31
日
ま
で
。
皆
さ
ん
は

投
稿
さ
れ
ま
し
た
か
？
▼
笑
顔

の
写
真
と
言
え
ば
、
い
つ
も
気

に
掛
け
る
の
は
、
市
報
に
掲
載

す
る
写
真
。
笑
顔
の
写
真
を
撮

り
た
い
と
思
っ
て
も
、
よ
ほ
ど

慣
れ
た
人
で
な
い
と
、
カ
メ
ラ

の
前
で
笑
顔
は
作
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
ち
ら
が
緊
張
す
る
と

相
手
も
緊
張
。
撮
影
前
に
お
話

し
さ
せ
て
も
ら
い
、
自
然
に
撮

影
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
▼
最
近
は
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
で
、
友
達
や
家
族
、
自
撮
り

な
ど
、
緊
張
せ
ず
、
気
軽
に
写

真
を
撮
る
機
会
も
増
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
笑
顔
の

写
真
は
見
た
人
も
笑
顔
に
し
て

く
れ
ま
す
。
あ
と
少
し
、
笑
顔

の
写
真
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
㊇

　ラグビーを始めたのは今から38年前、高校１年生のときです。走る練習ばかりで本当に大変でしたが、初
めて試合でトライを決めた瞬間は本当にうれしくて、今でも一番の思い出ですね。
　ラグビーの魅力は、「仲間とのつながり」です。学生時代のチームメイトはもちろん、全国大会などの出場権
を争ったライバル校のメンバーとも、いまだにつながりが残っています。
　今年はラグビーワールドカップ。まずは、一人でも多くの人に、ラグビー
という競技そのものや、その文化に関心を持ってもらいたいですね。ワ

ールドカップは、国と国とのプライドをかけた戦いです。ラグビー
では、ナショナルチーム同士の国際試合のことを「テストマッチ」
といいますが、これには「魂のテスト」という意味もあるんです
よ。それだけ大きな意味をもった大会です。そして観客は、
良いプレーには、敵味方を問わず惜しみない拍手を送ります。
お互いをたたえ合う、こうしたラグビーの文化にも触れてもら
いたいですね。

　ぜひ会場に足を運んで、国際大会の雰囲気を肌で感じてください。

今年9月に開幕するラグビーワールドカップ2019TM。
このコーナーでは、ラグビーにまつわる人や話題を紹介していきます。

　春日市出身。早稲田大学卒、九
州電力㈱入社。ラグビー日本代表
として国際試合の出場経験あり。
現役引退後は、九州代表監督、日
本代表ＦＷコーチも務めた。現在
は、ラグビー指導者の育成に励む。

永
な が

田
た

 隆
た か の り

憲 さん（53歳）

▲早大時代の永田さん
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市
マ

ス
コ

ット
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
か

す
が

く
ん

―
春
日
市
で
最
初
に
子
ど
も
食
堂

を
始
め
た
そ
う
で
す
ね
。

　
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
食
堂
の

活
動
を
し
た
い
、
と
い
う
大
人
が

集
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

「
子
ど
も
食
堂
」と
言
う
と
、
貧
困

問
題
な
ど
を
連
想
す
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
地

域
の
子
ど
も
に「
食
べ
る
こ
と
は

生
き
る
こ
と
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
い
、
と
い
う
主
旨
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
は
、
市
内
で
他
に
子

ど
も
食
堂
を
行
っ
て
い
る
団
体
が

な
く
、
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、

月
１
回
の
活
動
を
続
け
、
す
で
に

30
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

―
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
し
て
80
人
、
多
い
と
き
で

１
０
０
人
近
く
集
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
参
加
者
の
半
数
は
大
人
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
も
活
動
や
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
た
く
さ
ん
の
料
理
が
並
ん
で
い

ま
す
ね
。

　
地
域
の
人
が
持
ち
寄
る
野
菜
を

中
心
に
旬
の
食
材
を
使
い
、
季
節

の
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
実
現
で
き
る
の
は
、
多

く
の
地
域
の
人
々
の
支
え
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　
最
初
は
数
人
の
思
い
で
始
ま
り

ま
し
た
が
、
活
動
を
続
け
る
う
ち

に
、
こ
の
場
所
へ
共
感
す
る
人
が

自
然
と
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

みん春
通信
vol.4

みんなで春をつくろう

子ども食堂が地域の交流の場に

元気ワクワク料理クラブ
代表　白

し ら や ま

山 義
よ し あ き

章 さん

　下白水南の浄
じょううんじ

運寺。ここで２年半にわたり活動
を続ける「元気ワクワク料理クラブ」。地域の子ど
もに食事や遊びの場を提供しています。


